
 国の教育ローン〈日本政策金融公庫〉
（2020年9月末現在）

「国の教育ローン」は政府系金融機関である日本政策金融公庫が取り扱っている長期、固定金利でご利用いただける教育ローンです。
※本校への出願前でも、審査を受けることができます。詳細は、下記問合せ先へお問い合わせください。

●ご利用いただける方（独立行政法人日本学生支援機構の奨学金と重複してご利用いただけます。）

ご融資の対象となる学校に入学・在学される方の保護者で、世帯年収（所得）が次表の金額以内の方

●お使いみち（今後１年間に必要となる費用がご融資の対象となります。）

ご融資の対象となる学校に入学・在学するために必要となる次の資金
●学校納付金（入学金、授業料、施設設備費など）	 ●受験にかかった費用（受験料、受験時の交通費・宿泊費など）

●在学のため必要となる住居費用（アパート・マンションの敷金・家賃など）

●教科書代、教材費、パソコン購入費、通学費用、修学旅行費用、学生の国民年金保険料	など

（注）1. 入学するために必要となる資金は、入学される月の翌月末までのお取り扱いとなります。　2. お使いみちについてご不明な点は、コールセンターへお問い合わせください。

●ご融資額 学生お1人につき350万円以内  （自宅外通学の資金としてご利用する場合は450万円以内。）

●ご返済期間 15年以内  （交通遺児家庭または母子家庭・父子家庭の方または世帯年収200万円（所得122万円）以内の方または子ども3人以上の
 世帯かつ世帯年収500万円（所得346万円）以内の方については18年以内。）

●元金据置期間  在学期間内（在学期間内は利息のみのご返済とすることができます。）  （元金据置期間はご返済期間に含まれます。）

●ご返済方法  元利均等返済（毎月の返済額が一定です。） ＊ボーナス月増額返済もご利用いただけます。

ご返済の目安 （固定金利 年1.70％の場合 2020年5月現在） ※母子家庭・父子家庭または世帯年収200万円（所得122万円）以内の方または子ども3人以上の世帯かつ
世帯年収500万円（所得346万円）以内の方は固定金利 年1.30％。

■元利均等返済の場合

ご融資額 ご返済期間 毎月のご返済額

200万円
	 ５年	（59回払） 35,400円
10年（119回払） 18,300円

100万円
	 ５年	（59回払） 17,700円
10年（119回払） 	 9,200円

＊年1.70％の利率で計算した返済例です。
＊このご返済額には、（公財）教育資金融資保証基金の保証料は含まれておりません。
＊ボーナス月増額返済のボーナス返済分は最大でご融資額の50％です。

■ボーナス月増額返済の場合（ボーナス返済分をご融資額の30％とした場合です。）

ご融資額 ご返済期間 毎月のご返済額 ボーナス月のご返済額

200万円
	 ５年	（59回払） 24,800円 87,400円
10年（119回払） 12,800円 45,500円

100万円
	 ５年	（59回払） 12,400円 43,700円
10年（119回払） 	 6,400円 22,800円

お子さまの人数 世帯年収（所得）

1人 790万円（590万円）

2人 890万円（680万円）

3人 990万円（770万円）

4人 1,090万円（870万円）

5人 1,190万円（970万円）

※（  ）内の金額は事業所得者の場合の所得上限額です。
※「お子さまの人数」とは、お申込いただく方が扶養しているお子さまの人数を

いいます。年齢、就学の有無を問いません。
※世帯年収（所得）には、世帯主のほか、配偶者等の収入（所得）も含まれます。
※今年の世帯年収（所得）が、上記の金額以内となる見込みのある方（【要件】に

該当することになる方を含む）は、ご利用いただける場合があります。
※ご親族などでもご利用いただける場合があります。

お子さまの人数 世帯年収（所得）

1人 か 2人 990万円（770万円）

以下の【要件】に1つでも該当する方
【要件】					

①勤続（営業）年数が３年未満
②居住年数が1年未満
③世帯のいずれかの方が自宅外通学（予定）者
④借入申込人またはその配偶者が単身赴任
⑤今回のご融資が海外留学資金
⑥借入申込人の年収（所得）に占める借入金返済の負担率が30％超
⑦	ご親族などに「要介護（要支援）認定」を受けている方がおり、その
介護に関する費用を負担
⑧大規模な災害により被災された方
⑨新型コロナウイルス感染症の影響を受けて世帯の収入または所得
が減少した方

｝ 左記の金額を
 超える方

「国の教育ローン」
問合せ先

教育ローンコールセンター　TEL 0570 − 008656 （ナビダイヤル）

営業時間　月〜金9：00〜21：00　土曜日9：00〜17：00（日曜日、祝日、年末年始（12月31日〜1月3日）はご利用いただけません。）
※ご利用いただけない場合は、03（5321）8656におかけください。

日本政策金融公庫ホームページアドレス  https://www.jfc.go.jp/

入学前（高校3年生） 入学後
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●在籍中の高等学校にて、日本学生支援機構「給付奨学金」の予約採用に申込み。（高等学
校の奨学金担当の先生に相談してください。）

●「三幸学園給付奨学金&学費納入制度」の利用申込欄（入学願書裏面（P33））に必要事項を記
入の上、日本学生支援機構の「採用候補者決定通知」のコピーを願書に同封してください。
※�予約採用申請中の場合は、結果が通知され次第、「採用候補者決定通知」のコピーを提出し
てください。

本校入学前に日本学生支援
機構の採用候補者に以下の
内容で決定している。
もしくは高等学校にて現在
申請中である。
●「給付奨学金」

制度概要

申込方法利用申込条件

給付奨学金

授業料等減免

2／3

2／3
1／3

1／3

年収目安 約270万円
（非課税）

約300万円 約380万円

（両親・本人・中学生の
家族4人世帯の場合の目安）

世帯収入や自宅通学か自宅外通学かによって支援額が異なります。
日本学生支援機構（JASSO）のサイト（左記QR）で試算をしてみましょう。

JASSOのサイト内
シミュレーションの
ページはこちら

世帯収入
学校種

国公立／私立

高等教育の修学支援新制度
1 給付奨学金

2 授業料等の減免
●上限額まで授業料等の減免を実施
〈私立専門学校の場合の年額〉
入学金／上限 約16万円　　授業料／上限 約59万円

1 給付奨学金
●日本学生支援機構が各学生に支給
●対象：住民税非課税世帯及びそれに準ずる世帯の学生
〈私立専門学校の場合の年額〉
自宅外通学／上限 約91万円　自宅通学／上限 約46万円

支援の金額は
世帯年収や
家族構成により
異なります。

私立専門学校  に進学し、自宅以外 から通う場合

支援額
給付奨学金 上限 約91万円／年
入学金 上限 約16万円
授業料 上限 約59万円／年

支援額
給付奨学金 上限 約46万円／年
入学金 上限 約16万円
授業料 上限 約59万円／年

私立専門学校 に進学し、自宅  から通う場合

支援額
例

※住民税非課税世帯に準ずる世帯の学生への支援額は、上記の2/3又は1/3になります。

自宅通学／
自宅外通学

（2020年9月現在）

※支援の金額は世帯年収や家族構成により異なります。

※支援の金額は世帯年収や家族構成により異なります。

+
2 授業料等の減免

返金が不要な
奨学金（　　　）

修学支援新制度を活用した 三幸学園給付奨学金＆学費納入制度

申請の流れ
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国の教育ローンについて
SANKO

TEC-tsuji

日本学生支援機構「給付奨学金」と「授業料等減免」制度を利用した三幸学園独自の学費サポート制度です。
入学手続き時に必要なのは“入学金相当額10万円※のみ”。さらに3月中旬までに“教材費及びその他
の費用”を納入いただくことで、授業料＋施設設備費＋実習費は“入学後”に「給付奨学金」と「授業料等
減免」制度等を利用しながらお支払いいただけます。
※入学手続き時に納入いただいた入学金相当額10万円は、授業料等減免額決定後に学納金の一部へ振り替えます。
※三幸学園初期費用軽減＆学費分割制度との併用はできません。
※採用区分によっては、差額を貸与奨学金第二種等でお支払いいただくことができます。
※ご都合により入学を辞退される場合は、入学手続き時に納入いただいた入学金10万円は返金できません。

教材費及びその他の費用納入
3月中旬までに

入学金相当額納入
合格通知のご案内後3週間程度

＋

「給付奨学金」＆「授業料等減免」
制度を活用した

 三幸学園給付奨学金＆学費納入制度
SANKO

TEC-tsuji

三幸学園オリジナルサポート制度


